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2015 年 7 月に開催された私立幼稚園の教頭・主
任教員を対象とした研修会の参加者に質問紙調査
への協力を依頼した。協力が得られた 77 名のうち、
































と教示した。それぞれ 6 件法（非常にそう思う：6 点、
そう思う：5 点、ややそう思う：4 点、ややそう思わない：
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し た 。 若 手 群 32 名 の 平 均 年 齢 は 32.50 歳
（SD=7.65）、保育歴の平均は10.56年（SD=6.53）、
主任等になってからの平均年数は 2.41 年（SD=1.36）
であった。また、熟練群 31 名の平均年齢は 41.65 歳
（SD=6.78）、保育歴の平均は19.48年（SD=6.91）、











等になる前、現在）の 2 要因分散分析を行った（表 1）。
その結果、全 6 項目中 2 項目において、時期の主効
果に有意傾向が見られた。保育者は、主任等になる




















前 後 前 後 (1, 61) (1, 61) (1, 61)
①自分のことは自分で 5.13 5.28 4.74 4.97 4.16* 3.07† 0.100
　することができる (0.86) (0.67) (0.80) (0.82) 若＞熟 前＜後
②相手の立場や気持ちを 3.09 3.03 2.77 2.94 0.580 0.200 1.040
　理解することは難しい (1.13) (1.26) (1.04) (1.13)
③大人が正しいと言えば 3.03 2.94 3.10 2.90 0.000 1.250 0.150
　何でも正しいと判断する (1.02) (1.03) (1.12) (1.17)
④やって良いことと悪い 2.41 2.47 2.61 2.55 0.310 0.000 0.490
　ことの区別は難しい (0.82) (0.97) (1.18) (1.24)
⑤自分の気持ちを抑えて， 3.88 3.91 3.87 3.90 0.000 0.050 0.000
　我慢することができる (0.65) (0.72) (0.91) (1.06)
⑥みんなのために進んで 4.06 4.22 4.16 4.37 0.410 3.07† 0.100
　働き役立とうとする (0.79) (0.89) (0.88) (1.10) 前＜後
若手群(n =32) 熟練群(n =31) F値（自由度）
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本研究は JSPS 科研費 15K17263 の助成を受け
た。 
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群 時期 交互作用
前 後 前 後 (1, 61) (1, 61) (1, 61)
①規範を重視した 45.19 45.22 43.84 44.58 0.47 00.3300 0.28
　　　　　指導的な関わり (5.95) (6.58) (6.30) (6.06)
②心情を重視した 47.53 48.72 45.16 47.74 2.01 11.59** 1.59




若手群(n =32) 熟練群(n =31) F値（自由度）
**p <.01
－ 40 －
保育者における道徳発達に関する認識と学級経営観の変化
